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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
僕
の
駄
文

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
７
６
Ｏ

【
作
者
名
】

　
明
音
み
ず
き

【
あ
ら
す
じ
】

　
僕
は
　
な
ん
と
な
く
　
息
を
吸
っ
て
　
吐
い
て

当
た
り
前
の
よ
う
に
　
生
き
て
。

こ
れ
で
良
い
の
か
と
　
　
思
う
け
れ
ど
。
　
別
に
　
答
え
が
ほ
し
い
わ
け
じ
ゃ

な
く
て
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な
ん
だ
か
な
ぁ
ー
　
と
　
空
な
ん
て
　
見
上
げ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
　
僕
の
　
日
常
で
。
　

で
も
　
　
　
　
日
常
が
　
「
非
」
　
日
常
　
に
　
変
わ
る
の
は

案
外
　
容
易
い
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。
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ｃ
ｈ
．
１
　
　
小
川
　
秋
（
オ
ガ
ワ
　
シ
ュ
ウ
）

ｃ
ｈ
．
１
　
　
小
川
　
秋

オ
ガ
ワ

シ
ュ
ウ

あ
ぁ
。
。
。
。
朝
　
　
か
ぁ
。
。

５
：
３
０
Ａ
Ｍ

「
お
は
よ
。
　
　
世
界
。
」

い
つ
か
ら
だ
ろ
？
朝
起
き
て
か
ら
の
挨
拶
。

僕
　
と
　
世
界
の
　
は
じ
ま
り
。

ボ
ケ
ー
っ
と
見
回
す
　
普
段
と
代
わ
り
映
え
し
な
い
部
屋
。

「
あ
ぁ
ー
、
だ
り
ぃ
ー
ー
ー
ー
。
」

家
の
中
は
　
真
っ
暗
。
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朝
は
、
僕
が
　
一
番
最
初
に
　
目
を
覚
ま
す
。

家
族
の
喧
騒
か
ら
　
逃
れ
る
　
唯
一
の
時
間
。

一
通
り
の
　
朝
の
　
作
業
を
終
え

だ
ら
だ
ら
　
タ
イ
ム
。

朝
の
情
報
番
組
で
は
　
今
日
も
　
く
だ
ら
な
い
　
ニ
ュ
ー
ス
が

垂
れ
流
さ
れ
て
い
る
。

眠
気
眼
に
映
る
　
　

７
：
２
０
Ａ
Ｍ

「
あ
っ
、
や
ば
い
。
。
。
。
」

今
日
か
ら
　
新
学
期
。

僕
は
　
　
　
高
校
２
年
生
に
な
っ
た
。

生
暖
か
い
　
風
が
　
今
年
も

こ
の
　
季
節
の
訪
れ
を
　
僕
に
　
伝
え
る
。
。
。
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僕
は
　
春
　
が
　
苦
手
だ
。

何
か
が
　
始
ま
る
よ
う
な
　
ワ
ク
ワ
ク
し
た
　
空
気
。

全
て
が
　
新
し
く
　
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
な
　
空
気
。

あ
と
　
　
花
粉
。

僕
に
と
っ
て
　
不
都
合
な
　
事
ば
っ
か
り
。

自
転
車
で
　
約
３
０
分
。

”
望
み
丘
高
校
５
０
０
ｍ
先
　
右
折
”

派
手
な
　
看
板
。

ふ
ざ
け
た
名
前
。

も
っ
と
素
敵
な
の
は
な
か
っ
た
の
？

こ
れ
が
　
僕
の
　
通
っ
て
い
る
　
高
校
で
あ
る
。
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「
あ
っ
・
・
・
」

点
滅
が
終
了
し
た
信
号
。
　

見
逃
し
た
。
。
。
。
。
　
僕
の
　
悪
い
癖
。

考
え
事
を
す
る
と
　
よ
く
　
起
き
る
現
象
で
あ
る
。

「
ま
ぁ
、
い
っ
か
。
。
。
ふ
ぅ
～
。
」

空
を
　
見
上
げ
る
。

日
差
し
の
割
り
に
　
肌
寒
い
。

見
か
け
倒
し
で
す
か
ぁ
ー
太
陽
さ
ー
ん

ド
ン
ッ
！
！

「
お
前
、
朝
か
ら
何
疲
れ
て
ん
だ
よ
？
じ
い
さ
ん
な
の
？
」

追
突
の
衝
撃
と
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
に
　
振
り
返
る
。
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「
ん
～
？
や
っ
ぱ
り
。
冬
治
、
お
は
よ
。
い
や
っ
、
む
し
ろ
老
人
な
ら
元
気
で

と
う
じ
 

し
ょ
、
朝
は
！
」

「
は
ぁ
～
？
真
面
目
に
返
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
よ
！
！
だ
か
ら
、
信
号
見
逃
す

ん
だ
よ
。
ば
ー
か
。
」

「
な
ん
だ
よ
ー
。
違
う
、
あ
れ
は
ワ
ザ
と
渡
ら
な
か
っ
た
ん
だ
よ
？
わ
か
っ
て

な
い
な
ぁ
ー
。
」

「
ワ
ザ
と
っ
て
。
。
。
お
前
、
無
理
あ
る
だ
ろ
！
上
見
て
た
し
。
ど
ー
せ
、
朝

か
ら
変
な
事
考
え
て
た
ん
だ
ろ
？
」

「
な
っ
、
冬
治
と
違
っ
て
、
僕
は
真
面
目
だ
か
ら
ね
ー
。
変
な
こ
と
な
ん
て
考

え
て
ま
せ
ん
ー
」

「
は
い
、
は
い
、
お
先
に
ー
困
っ
た
ち
ゃ
ん
の
秋
く
ー
ー
ー
ん
！
」

再
び
、
点
滅
し
始
め
る
　
信
号
。
　
ニ
ヤ
ッ
と
振
り
返
り
僕
を
　
置
い
て
去
っ

て
行
く
　
冬
治

「
え
っ
！
ち
ょ
っ
と
。
。
。
待
っ
。
。
。
」

キ
ィ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
　
　
ド
ン
ッ
！
！
！
！
！
！
！

僕
は
　
そ
の
時
　
　
空
を
　
　
飛
ん
だ
の
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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